
高知工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 固体化学
科目基礎情報
科目番号 8015 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：配布プリント      参考書：山口明良「相平衡状態図の見方・使い方」（講談社サイエンティフィク），
担当教員
到達目標
【到達目標】
１． 相律を理解し，相の数と自由度が説明できる。
２． 二成分系状態図の基本型を理解し，相平衡状態を読み取ることができるとともに，各組成割合を計算できる。
３． 三成分系状態図の相平衡状態を読み取ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
相律

相律を理解し，あらゆる相平衡状
態図に適用することができる。

相律を理解し，相の数と自由度が
説明できる。 相律が理解できない。

評価項目2
二成分系状態図

種々の二成分状態図を読み取るこ
とができるとともに，各成分割合
を計算できる。

二成分系状態図の基本型を理解し
，相平衡状態を読み取ることがで
きるとともに，各組成割合を計算
できる。

二成分状態図の基本形を理解でき
ない。

評価項目3
三成分系状態図

三成分系状態図の相平衡状態を読
み取ることができるとともに，各
成分割合を計算できる。

三成分系状態図の相平衡状態を読
み取ることができる。

三成分状態図の基本形を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

固体には種々の構造や性質を示す物質が存在する。これら固体物質の構造や性質に見られる個性は，それを構成する元
素の性質および元素間で形成される化学結合の特徴などによってあらわされる。固体化学とは，固体物質を合成してそ
の構造や物性を調べ，それがもつ個性を応用・発展に結びつけていくことを化学的に体系づけた学問分野である。本講
義では，無機固体結晶が示す性質の中で相平衡に着目し，状態図について詳しく解説する。相平衡状態図の読み方を会
得することは，材料設計において大変重要である。

授業の進め方・方法 一方的な講義だけではなく，プリント教材にある演習問題について授業中に取り組み，理解を増す。

注意点 試験の成績80%，平素の学習状況等（課題・レポートを含む）20%の割合で総合的に評価する。実務に応用できる専門
基礎知識として，到達目標に対する達成度を試験等において評価する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 熱力学と相平衡：系・相・成分，平衡，相律について
学ぶ。 系・相・成分について理解する。

2週 一成分系：水系，シリカ系，チタニア系，ジルコニア
系について学ぶ。

一成分系の代表的な水系，シリカ系，チタニア系，ジ
ルコニア系について理解する。

3週
二成分系[1]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

相状態図の読み方・語句について学ぶ。二成分系の
６つの基本型について理解する。

4週
二成分系[2]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(a)化合物が存在しない場合の二成分系状態図を理解し
、各相・成分量を読み取ることができる。

5週
二成分系[3]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(a)化合物が存在しない場合の二成分系状態図を理解し
、各相・成分量を読み取ることができる。

6週
二成分系[4]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(b)合致溶融化合物が存在する場合の二成分系状態図を
理解し、各相・成分量を読み取ることができる。

7週
二成分系[5]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(c)分解溶融化合物が存在する場合場合の二成分系状態
図を理解し、各相・成分量を読み取ることができる。

8週
二成分系[6]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(d)全率固溶体を形成する場合の二成分系状態図を理解
し、各相・成分量を読み取ることができる。

2ndQ

9週
二成分系[7]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(e)部分固溶体が存在する場合の二成分系状態図を理解
し、各相・成分量を読み取ることができる。

10週
二成分系[8]：てこの法則，化合物が存在しない系（共
晶），化合物が存在する系（合致溶融化合物，分解溶
融化合物），包晶反応，固溶体が存在する系について
学ぶ。

(f)部分固溶体が分解溶融する場合の二成分系状態図を
理解し、各相・成分量を読み取ることができる。



11週
三成分系[1]：組成の表示方法，組成割合の求め方，三
成分系状態図の構成，等温線，アルケマーデ線，三成
分系状態図から擬二成分系状態図の作り方について学
ぶ。

三成分系の相律を理解する。状態図の見方，立体図に
つてい理解する。三成分状態図の組成割合の求め方を
理解し、計算できる。

12週
三成分系[2]：組成の表示方法，組成割合の求め方，三
成分系状態図の構成，等温線，アルケマーデ線，三成
分系状態図から擬二成分系状態図の作り方について学
ぶ。

三成分系状態図における組成変動経路を理解できる。
アルケマーデを理解し、引くことができる。

13週
三成分系[3]：組成の表示方法，組成割合の求め方，三
成分系状態図の構成，等温線，アルケマーデ線，三成
分系状態図から擬二成分系状態図の作り方について学
ぶ。

三成分系状態図から擬二成分系状態図の作り方につい
て理解する。

14週
三成分系[4]：組成の表示方法，組成割合の求め方，三
成分系状態図の構成，等温線，アルケマーデ線，三成
分系状態図から擬二成分系状態図の作り方について学
ぶ。

三成分系状態図から擬二成分系状態図を描画できる。

15週
三成分系[5]：組成の表示方法，組成割合の求め方，三
成分系状態図の構成，等温線，アルケマーデ線，三成
分系状態図から擬二成分系状態図の作り方について学
ぶ。

三成分系状態図から擬二成分系状態図を描画できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0


